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エスニック都市空間の再開発過程と建造環境の変容

シア トルの ｢インターナショナル地区｣を事例 として

杉 浦 直*

本研究は,シアトルにおける複合アジア系エスニック都市空間 ｢インターナショナル地区

(ID)｣を取り上げ,そこで働いている都市過程,特に再開発事業の性格と経緯をみるとともに,

｢建造環境｣という概念を取り入れてこの地区の特性とその変容を分析 ･検討するものである｡

IDは,1970年代からの再開発過程において,その建造環境をかなり変容させたが,現在(1990

年代)なお,1)建物の過半が古い建物であり,修復工事においても外観が極力保存されてきた

こと,2)域内営業施設の8割以上が小規模店舗を主としたアジア系のエスニック･ビジネスと

みられること,3)高齢化したとは言え,ある程度のアジア系コミュニティを残していることな

どの諸点において,エスニック都市空間としての伝統的特性を存続させてきた｡その主要な背

景は,建造環境を再生産していく再開発過程が,低所得者･高齢者の住宅確保と小規模エスニッ

ク･ビジネスの再活性化を基本的な目的としてコミュニティ･ベースでゆっくりと進められ,大

規模な建造環境のクリアランスが生じなかったことにある｡しかし,1990年代後半になって非

コミュニティ･ベースの資本主導による一般的都市過程もようやく活発になりつつあり,商業･

業務 ･居住空間としての地区の性格が変容していくことが予想される0
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Ⅰ.は じめ に

北アメリカの都市,特に大都市圏の中心都市にお

いて,さまざまなエスニック集団 (エスニック ･マ

イノリティ)が相互に"すみわけ",エスニックな特

性を帯びた都市の部分空間 (以下,エスニック都市

空間)を形成している現象はよく知られている｡こ

うした空間は,都市社会学や社会地理学において

ghetto(ethnicghetto,im igrantghetto,black

ghetto),ethnicneighborhood,ethnicquarter,e也-

nicdomain,ethnicenclave,coloredclusterなどさ

まざまな名称で表現され,また一般には当該エス

ニック集団またはその故国の名を冠したチャイナタ

ウン,イタリアン･タウン,日本人街(日本町,ジャ

パンタウン)などの呼称でも呼ばれてきた｡

こうした北アメリカのエスニック都市空間に関し

ては,これまでさまざまな地理学的研究がなされ,多

様なテーマないし論点が示されてきたが,それらは

大別すると以下の3つほどに分けることができる｡

一つはエスニック都市空間の形成と持続に関する

考察である｡例えば,Ward(1968)はボス トンを例

にアメリカ合衆国 (以下,アメリカ)の都市の地域

構造のなかで移民の集中地区がどのように形成され

るかを論じ,Morrill(1965)はブラック･ゲットー

の形成 ･拡大のメカニズムをシア トルをフィール ド

として解明した｡また,Anderson(1988)は,バン

クーバーのチャイナタウンの形成 と持続の過程を,

社会 と空間を構造化するイデオロギーとの関連で考
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察した｡

二番目の論点はエスニック都市空間の性質と構造

である｡上述の最初の論点に関する諸研究も当然こ

の論点との関わりをもつが,特にこのテーマに傾斜

した論考としては,アメリカにおけるエスニック･

ゲットーの形成過程とともにその性質を詳しく論じ

たWard(1982),サンディエゴを例にブラック･

ゲットーの社会的性質を検討したFordandGri氏n

(1979),ロサンゼルス地区の5つの主要日系コミュ

ニティ空間の性質,構造を詳細に検討したWarren

(1985,1986/87),さらにエスニック都市空間の構造

をコア,中間域,緑辺蟻,郊外クラスターの4つの

ゾーンからなる記述モデルとして描き出したJor-

danandRowntree(1986)などが挙げられる｡

三番目の論点はエスニック都市空間の変容と解体

過程である｡移民一世世代によって形成された固有

なエスニック都市空間は,一般に二世,三世と世代

が経るにつれ,そのエスニックな性質が弱まり解体

されていく｡こうした過程の進展とメカニズムを地

理学的な視角から考究した研究は必ずしも多くない

が,ミシガン州カラマズーにおけるオランダ人移民

集団の居住地域 の変化 を検討 したJakle and

Wheeler(1969),ニューヨーク州シラキュースにお

けるポーランド系カソリックの居住の郊外化を外婚

率と結びっけて考察したBigelow(1980),シアいレ

における日本人衝の変容と解体を日系商業施設やコ

ミュニティ施設の展開に着 目して考察 した杉浦

(1996)などをとりあえず挙げ得よう｡

こうした諸研究にあっては,エスニック集団を取

り巻く労働市場や雇用,エスニック集団メンバーの

経済的ステータス,エスニック都市空間へ向けた

人々のまなざしやその形成に関与する人々の考え方

(イデオロギー)などの多様な関連視点が提示されて

きた｡筆者は,エスニック都市空間の性質 ･構造の

動態を文化 ･社会地理学的視点から解明することを

当面の課題にしており(杉浦,1996,1998),当然こ

れらの諸研究と基本姿勢を共有する｡しかしながら,

本研究では,従来のこのテーマに関する地理学的研

究において不十分であったと思われるいくつかの論

点にも留意しておきたい｡まず,上述の諸研究に多

かれ少なかれ共通していたことは,エスニック都市

空間を基本的にエスニック･セグリゲーションの結

果形成される居住空間としてとらえる見方である｡

しかし,エスニック都市空間は,単に特定のエスニッ

ク集団の成員が集中居住する居住空間であるばかり

ではなく,その集団の成員が経営する営業施設が集

中する商業 ･業務空間でもあることが多い｡こうし

た空間の考察にあたっては,当然,空間にある種の

求心性を与え,その構造 と性質を変えていくエス

ニックなどジネス活動を視界に入れつつ,商業 ･業

務 ･居住の機能をもつ複合的空間としての性質 ･構

造を分析することが重要になる｡また,この空間を

動態的にとらえていく場合,居住の集中 ･分散過程

のみではなく,空間の性質を複合的に変容させる再

開発のような主導的都市過程を視野に入れていくこ

とが要請される｡

一方,アメリカのエスニック都市空間は,当然の

ことながら既存の都市空間の利用を含め具体的な都

市の構造的環境のなかで生成し変容してきた｡しか

しながら,これまでの地理学的研究の多 くはエス

ニック都市空間をエスニック人口の居住パターンか

ら把握される一種抽象化された居住空間として捉え

る傾向が強く,それを具体的な物的構造をもった環

境的空間として描き出す努力は希薄であったと言え

る｡上述のエスニックな特性を帯びた商業 ･業務空

間は一般に大都市の都心周辺地区に多く,そこでは

多 くの建物が老朽化し,そのこと自体がエスニシ

ティとの結合を含めた空間の特性や再開発などその

動態に色濃 く影響を及ぼしている｡そのような空間

の解明にあたっては,個々の建物や施設レベルまで

下りた具体的な空間の構造と機能を把握していくこ

とが求められる｡
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なお,従来のアメリカにおけるエスニック都市空

間の地理学的研究においては,上で言及した研究例

からもうかがえるように特定の集団の単一エスニシ

ティに焦点があてられることが多かった｡しかし,大

都市においてはさまざまなエスニック集団が歴史的

に特定の空間に関与 している場合や,複数のエス

ニック集団が空間的に近接 ･混合して活動している

場合もしばしば見られる｡具体的な都市空間を範囲

を限ってインテンシブに取 り上げる時には,当然そ

の空間に関与してくる複数のエスニック集団の役割

と相互の関係を視界に入れて分析を進める必要があ

ろう｡

以上のような北アメリカのエスニック都市空間の

地理学的研究において相対的に欠落してきた視点を

意識しつつ,本研究においてはアメリカ北西部海岸

の一都市シアトルにおける複合アジア系エスニック

都市空間｢インターナショナル地区｣を取 り上げ,そ

こで働いている都市過程,特に再開発事業の性格 と

経緯をみるとともに,｢建造環境｣という概念を取 り

入れてこの地区の特性とその変容をなるべく具体的

に分析 ･検討する｡そして,それらを通して北アメ

リカの都市におけるエスニシティと空間との結合の

諸相をより実体に則して解明･考察するとともに,エ

スニック都市空間の変容を引き起こす都市過程の特

質の一端を考えてみたい｡

ここで建造環境 とは,地域 (特に都市)の素材的･

物質的な構造的環境を意味する｡｢建造環境 (built

environment)｣という用語は,もともとD.Harvey

が用いたもので,生産や消費の物的枠組みとして機

能している固定資本や消費元本を意味する (ハー

ヴェイ,1991,pp.20-21)｡日本では,水岡がこの概

念を ｢地表に刻み込まれた物的形態ないし個々の施

設が全体として互いに関係しあって生産した空間的

組織形態 (社会の空間構造)｣として,｢空間的社会

過程｣との弁証法的相互関係に着目しつつ,とらえ

た (水岡,1992,pp.55-56)｡本邦の地理学界におい

て定着した用語とは必ずしも言い難いが,地表に固

着した形態 ･構造 ･機能を包摂する用語として都市

空間の特質の分析にきわめて有効な概念 と思われ

る｡本稿においては文化 ･社会地理学の文脈を重視

しつつ以下に述べるような理解において使用した

い｡すなわち,都市の建造環境は再開発のような都

市で生ずる諸過程によって直接生産されるととも

に,そうした諸過程にとって前提となる物的制約条

件ともなる｡また,社会集団の文化的 ･社会的要求

をパラメータとして生産される過程を通して,建造

環境の個々の要素は社会的機能や文化的 ･象徴的な

意味を賦与され,そのことが次のステージの都市過

程のあり方に逆照射する｡なお,この建造環境の可

視的･形態的な側面が ｢景観 (文化景観,都市景観)｣

である｡

この建造環境を具体的に分析するにあたって,本

研究では特に次の2つのレベルを意識した｡一つは

建物など第一次的要素のレベル(以下,建物レベル)

である｡都市の建造環境を構成する主要な第一次的

要素には建物,街路,駐車場,公園 ･空き地などの

オープン･スペースがあるが,このうち建物が人々

の生産と再生産にとって最も基礎的な空間を提供す

るという点において最も重要であると言える｡個々

の建物の規模や建築年代は都市機能の発揮にとって

の制約条件となり,集合して一つの社会空間の建造

環境を大きく規定する｡さらに,建物の外観やデザ

インは一定期間持続することを通してそれ自体が集

団にとっての意味や価値を帯び,建造環境に作用す

る諸過程の次のあり方を左右する｡もう一つは施設

レベルである｡都市の建物 (ビルディング)には一

般に複数の住居や営業店舗が収容され,これら諸施

設は建物よりミクロな分析レベルを構成する｡個々

の施設が直接的に居住や営業の機能を発揮するベー

スとなるのは言うまでもない｡また,それらを経営

したりそこに居住したりする社会集団の性格 (エス

ニシティなど)を反映する｡本研究では,この2つ
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のレベルにおける建造環境の実体的な特性,その構

造と機能を分析し記述することを通して,エスニッ

ク都市空間の実相をより現実に即して明らかにする

ことを試みたい｡

本研究の主要な資料は,現地観察調査及び現地コ

ミュニティ指導者への聴取の結果と収集した文書 ･

文献資料である｡観察調査は,1989年9月,91年8

月,93年8月,97年7月,98年8月,99年7月に

実施し,いずれも対象地域全域における建物と施設

を全数観察した｡なお,2000年9月にも若干の確認

調査を行った｡このうち,本稿では主として91年と

99年の結果を比較提示する1)｡文書･文献資料は各種

図書館･文書館で検索･収集したもののほか,対象地

域再開発関係エージェンシーの内部資料が特に有効

であった｡

ⅠⅠ.対象地域の概況と歴史的背景

本研究の対象地域であるシア トルのインターナ

ショナル地区(ⅠnternationalDistrict,以下ID)は,

シアトル市都心地区 (ダウンタウン)の南東縁に位

置する40街区 (ブロック)ほどの地域である｡地区

中央をフリーウェイ (インターステート･ハイウェ

イ5号線,以下,Ⅰ-5)が南北に縦貫し,地区を西側

地区と東側地区に分断している (第 1図｡なお街路

名称の詳細は第 3図参照)｡この地域には,第二次世

界大戦前にチャイナタウン,日本人街(日本町),フィ

リピン･タウン (マニラタウン)が存在し,戦後は

チャイナタウンの性格を強めつつも日系施設の残存

やベ トナム系施設の増加などの要素を加え,複合ア

ジア系エスニック都市空間とでも言うべき性格を有

してきた｡IDという名称は,1964年に当時のシアト

ル市長D.Bramanが公式に提案し (ICDA,1992,

HistoryoftheIDandtheRoleofChinatown[以

下,History],p.8),以後この地域の再開発事業の

進展の過程でこの名称ないしシアトル ･チャイナタ

ウン･インターナショナル地区(SeattleChinatown/
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第 1図 研究対象地域の位置と概況

1:拡大図 (下図)の範団,2:シアトル市

(City~ofSeattle)の境界,3:ダウンタウ
ンの範囲 (概略)

I-5:インターステート･ハイウェイ5号
線,ト90:インターステート･ハイウェイ
90号線,S-520:ステート･ハイウェイ520号線

下図 (拡大図)の太い破線 :研究対象地域

の範囲,K:旧キングドーム

ID)の呼称が定着した｡

しかし,IDの範囲は必ずしも一義的には確定でき

ない｡1960年代後半は,チャイナタウンおよびかつ

ての日本町を含む範囲を漠然と指していた｡その後,

後述するように再開発過程のなかでいくつかの異

なった範囲がIDとの関連で指定･定義された｡本稿

では,1999年段階でアジア系施設の立地が連続的に

見られる範囲 (第 1図の破線範圃)を研究対象地域

とした｡

この地域のアジア系ネイバーフッドとしての始ま
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りは,メイナード街 (MaynardAve.S.)2)と第八街

(EighthAye.S.)の間のキング通り (S.KingSt.)

に新しいチャイナタウンが形成され始めた20世紀

初頭に遡る｡シアトルにおける中国系移民の登場は

1860年頃であり,シアトル大火 (1889年)の後頃か

らチャイナタウン的な地区が現在のID西側のワシ

ントン通 り (S.WashingtonSt.)沿いに成長し始め

た (Hildebrand,1977,pp.23-24)｡しかし,ジャク

ソン通り (S.JacksonSt.)地区の大規模な削平3)

(1907年)の後,有力な中国系企業がキング通 り沿い

･に移動し始め,1910年代から20年代にかけて現在

のIDの中心部に新しいチャイナタウンが成長し始

めた｡その後しばらく新旧のチャイナタウンが並存

したが,1920年代中頃第二街延長 (Second Aye.

Extension)の開通が古いチャイナタウンを急速に

衰退させた (ICDA,1992,History,p.3)0

このキング通 りチャイナタウンの形成を追いかけ

るような形で日本人街 (日本町)も成長していった｡

シア トルにおける日系移民の実質的な居住は1880

年代からであり,初期は旧チャイナタウンに隣接す

る第-街 (FirstAye.S.)から第三街 (ThirdAve.

S.)あたりに若干の日系営業施設が立地した く竹内,

1929,pp.22-28)が,やはりジャクソン通り地区削平

(1907年)のころから第六街 (Six也Ave.S.)とメ

イン通 り (S.MainSt.)を中心とした地区に施設の

移動が始まり,新チャイナタウンと一部重なるよう

な形で日本町が急速に成長していった(以下,杉浦,

1996,参照)｡この日本人街は1930年代に入ってや

や後退を見せたが,日系施設の分布は戦前期を通じ

て現ID西側地区のほぼ全域に及び (Burke and

Burke,1979),基本的に1942年の日系人強制立ち退

きまでエスニック･タウンとしての繁華さを維持し

た｡

フィリピン ･タウン (マニラタウン)の展開に関

しては十分な資料がない｡しかし,Cordovaによれ

ば 1920年代から30年代にかけて,現在のIDの中

心部(ジャクソン通り～ウェラー通 りS.WellerSt.,

第五街 FifthAve.S.～第八街)にかなりの数 (数十

程度)のフィリピン系営業施設が立地した模様であ

る4)0

本地域の戦中から戦後 70年代までは経済的な後

退期 として位置付けられる｡日系人の強制立ち退

き･収容による日系営業施設の休業･閉鎖を経て,戟

後日系人の帰還 (再定住)により,旧日本町域内に

日系営業施設が次々に復興していったが,戦前の盛

時の水準までには至らなかった模様である｡1960年

代中頃にはⅠ-5がIDを縦貫する形で建設され (第 1

図,参照),地区の営業･居住機能にかなりのダメー

ジを与えた｡また,60年代には地区の建物の老朽化

も目立つようになり,新しい防火条例 (OzarkFire

Ordinance)の制定 (1970年)はいくつかの古い単

身者用 (SingleRoom Occupancy,以下SRO)ホ

テルの閉鎖につながり,地区の居住機能のさらなる

衰退を招いた｡なお,地区のすぐ西側の大型野球ス

タジアム (キング･ドーム)の建設 (1975年)は,交

通渋滞やイベント時の駐車の盗れ出しなどIDにネ

ガティブな影響を及ぼした (以上,ICDA, 1992,

BusinessandEconomy,p.2)0

このように,戦前の本地域はチャイナタウン,日

本町,マニラタウンが一部重なり合いながら近接し

て存在し,全体としてアジア系のエスニシティを色

濃く表出する商業 ･業務 ･居住空間であった｡しか

し,戦後多かれ少なかれ都心周辺地区に共通する建

造環境の悪化がこの地域の商業 ･業務 ･居住機能を

衰退させ,アジア系エスニック･コミュニティの存

続を危うくさせた｡このことが,70年代以降この地

域が ｢インターナショナル地区｣として独自の再開

発の歩みを進めることになる重要な歴史的背景 と

なったのである｡
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ⅠⅠⅠ.都市再開発事業の進展と建造環境の変容

1.再開発地域と再開発方式 ･主体

IDの再開発は,4つの異なった範囲の地域指定に

絡んで進められてきた (以下,第 2図,参照)0

再開発は,1960年代末のⅠ-5下の駐車場確保の動

き (ICDA,1992,History,p.8)を除くと,実質的

に1972年から始まったが,その動きを推進するため

1973年にシアトル市条例によって ｢インターナショ

ナル特別調査地区 (InternationalSpecialReview

District,以下ISRD)｣が指定された｡普通言うID

はこの範囲を指すことが多い｡この地区内の開発の

ガイドラインは,インターナショナル特別調査局

(InternationalSpecialReviewBoard)および市コ

ミュニティ開発局 (Department of Community

Development)によって作成され,歴史的建築の保

存,近隣住区の保書と強化,地価の安定,建物修復

への援助など,開発の規制と促進がこの区域内で図

られていくことになる (以上,ISRDB and CD,

1975)0

このISRDの主要部はさらに1979年｢近隣住区戦

略地域(NeighborhoodStrategyArea,以下 NSA)｣

に指定され,その関係プログラム (NSAProgram)

が始められた｡ここではシアトル市が再活性化プロ

グラムを統括し,建物修復や街路修景に市資金,逮

邦補助金 を投入す ることになる (DCD, 1978;

1988)｡さらに,1980年代中頃,地区の中心部分が国

の歴史地区指定 (NationalRegisterofHistoric

District)に登録され,｢キング通り歴史地区 (King

StreetHistoricDistrict)｣,通称 ｢シアトル ･チャ

イナタウン歴史地区 (SeattleChinatownHistoric

District)｣として知られるようになった｡この歴史

1 E-_112 【:⊃ 3 ⊂三･14
第 2図 インターナショナル地区と再開発地域

1:KingStreetHistoricDistrict,2:NeighborhoodStrategyArea,3:InternationalSpe-
cialReviewDistrict,4:InternationalDistrictUrbanCenterVillage
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地区内では建物の外観の変化,建物の取 り壊しに許

可が必要になり,建物デザインのガイドラインが採

択された｡以後,この地区内の再開発は古い建物の

修復が中心となり,連邦と州の減税措置を使った再

開発が進められることになる5)0

1994年には,第 2期コミュニティ開発プランに対

応して171エーカーの ｢ID都市センター･ヴィレッ

ジ (InternationalDistrictUrbanCenterVillage,

以下,UCV)｣が指定 された｡これは,第十二街

(TwelfthAve.S.)より東,およびディアボーン通

り(S.DearbornSt.)より南への施設進出などID再

開発の実質的拡大に対応したもので,これにより東

はレニエ街(RainierAve.S.),南はチャールズ通 り

(S.CharlesSt.)まで再開発地域が拡がった｡地区内

では,住宅の確保,商業 ･業務的発展,製造業の導

入など,これまでよりさらに総合的な開発が志向さ

れるようになった (ICDA,1993;CSOMP,1997)0

以上のような指定地区内で実施されてきた再開発

プロジェクトの対象と方式を見ると,次のようなカ

テゴリーが区別される｡最も基本的な対象は建物で

あり,これには修復と新築とがある｡修復は主とし

て1900-1925年頃建てられた建物 (古いSROホテ

ルが大部分)を対象に,外観を極力保存し内部を修

復するもので,ほとんどが店舗･オフィス/住居 (低

所得者用が主)の混合ビルとして再開発された｡新

築は多くの場合すでに駐車場になっていた敷地を利

用するもので,建物用途は住居(低所得者用が主)な

いしそれと店舗･オフィスの混合ビル,店舗･オフィ

ス ･ビル,介護住宅など福祉用建物,食品工場,市

場価格の住居ビル (コンドミニアム)など様々であ

る｡建物以外では,公園等オープン･スペース,街

路,ストリー ト･ファニチャーなどが対象となる｡

次に,再開発の主体となった,あるいは関与して

きたデベロパーを見ると,(∋ 公的ないし準公的機

関,② 非営利組織 ･団体,③ 営利ベース個人 ･組

織 ･団体の3タイプに分けられる (以下,第 1表)0

(むの代表的な組織はシアトル ･チャイナタウン/ID

保存開発公社 (Seattle Chinatown/International

DistrictPreservationandDevelopmentAuthor

ity,以下,SCIPDA)で,シアトル市公認の公共法

人として1970年代に組織され (SCIPDA,1998,p.

4),これまで低所得者用住居ビルや介護住宅施設な

ど4つのプロジェクトのデベロパーとなった｡他に

は,シアトル住宅公社(SeattleHousingAuthority)

やシアトル･インディアン･サービス委員会 (Seattle

IndianServiceCommission)などが低所得 ･障害

者用住居ビルや社会サービスのオフィスなどの開発

に関与 した｡② のタイプに鹿する代表的なエー

ジェンシーはインターリム ･コミュニティ開発協会

(Interlm CommunityDevelopmentAssociation,

以下,ICDA)で,これまで5つの再開発プロジェク

トの直接のデベロパーとなったほか,2つのプロ

ジェクトに協力し,また再開発のための各種基礎調

査を行ってきた(ICDA,1997)｡その他,このタイプ

に属するデベロパーとしては,救世軍 (Salvation

Army)と日系コンサーンズ (NikkeiConcerns)が

福祉用住居施設の開発プロジェクトを手掛けた｡③

の多くは,中国系人などのアジア系人が主体となっ

ている個人,家族 ･親族組織,あるいはエスニック

な投資グループなど,IDに根ざしているか,あるい

はそれとの強い結びつきをもつコミュニティ･ベー

スのデベロパーである｡しかし,少数ではあるがア

ジア系コミュニティに基盤をもたない一般のデベロ

パーもID再開発に関与 してお り,近年市場価格

ベースの一般不動産開発の対象 としてIDをター

ゲットにする動きも目立ってきた｡

このように再開発の地域指定や主体 となるデベロ

パーの特性をみてくる時,IDの再開発は,ロサンゼ

ルス市再開発局の一貫した方針と主導の下に進めら

れたリトル トーキョ-の再開発過程(杉浦,1998)と

.はかなり異なり,むしろ性質を異にする諸種の再開

発事業の集合体 としてとらえるのが妥当と言えよ
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､I■
つ0

2.再開発の進展

再開発事業の進展は多岐にわたり,有効な総括的

時期区分を示すことが難しいので,ここでは便宜上,

10年期ごとの特色を概観する｡

1) 1970年代 (1972-1980年)

再開発事業の実質的な成果が出始めるのは1972

年からであり,70年代には合計 9件のプロジェクト

が完了した (以下,第 1表,第3図)｡いずれもト5

西側地区におけるものであり,IDコア部分より周辺

部に多い｡このうち,4つが公園やコミュニティ菜園

などオープン･スペース関係のプロジェクトで,荏

済的衰退と疲弊が目立ち始めたIDにおいて地区の

魅力を高める必要性から早い段階に計画されたもの

と推測される｡ 特に,ヒンへイ公園 (Hillg Hay

Park)はチャイナタウン/IDの中央に位置し,台北

市から寄贈されたあずまや (ChinesePavilioll)(写

真1)を中央に配してアジア系 (中国系)のエスニシ

ティをシンボリックに表出する空間となった｡

YeslerWay

m 門 口 臼
S.Washingtorl

S.Jackson

ド t sI

.S
tむ>V
Llt
nOL

S.MainSt.

式 ∃ ≡
DearbornSt.

警 毒 31-表-
S.Char一esSt.

aJ
l闇m
山

門
闇岨H.脚

働

.S1'âY橿
Js

この時期の建物関係プロジェクトは5件,うち修

復が 3,新築が2である｡このうちの一つはオフィ

ス･劇場ビルとして修復された神戸公園ビル (Robe

ParkBuilding),他の4つはいずれも低所得着用中

心の住居ビル (うち3は店舗 ･オフィスと兼用)で

あり,このうち修復 2はいずれも1910年頃建築され

た古いSROホテル対象でID再開発のさきがけと

なり,また新築 2は防火条例改訂 (1970年)後のID

500

写真 1 ヒンヘイ公園と中国風あずまや

1999年 8月2日 筆者撮影

N
l
lLTe4'■l

.âvR
i

第 3図 再開発プロジェクトの位置

番号は第 1表の番号に対応
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杉浦 直 :エスニック都市空間の再開発過程と建造環境の変容

第 1表 再開発プロジェクト一覧表 (1999年 8月現在)

番号 プロジェクトまたは建物名称 完了年次 用 途 デベロパー 備 考

1 ⅠntemationalApts. 1972(修復) 住居/オフィス (商) シアトル市(ForwardThrustFunds)ⅠCDABurkeAssociateslCDA (1998)SClPDAⅠCDASCⅠPDADucTran 低所得 .高齢者用住居

2 DowntownerApts. 1972(修復) 住居 低所得 .高齢者 .障害者用住居HingHayPark内100区画の菜園低所得 .高齢者用住居

3 HingHayPark 1973 建設 公園 .広場
4 ChinesePaVilion 1973 新築 文化′公共
5 KobeTerracePark 1975(修復) 公園

678 DannyWooⅠntemationalDistrictCommunityGardenKobeParkBldg.(NipponKanTheater)ⅠmperialHouse 1975/76 建設(1980 拡大)1978(修復)1979 新築 コミュニティ菜園オフィス (商)/劇場住居/店舗

9 ⅠnternationalHouse 1979 新築(1998 修復)1981(修復) 住居/店舗/オフィス (商) 低所得 .高齢者用住居10 EVergreenApts(TokiwaHote1) 住居/店舗′オフィス (商) 低所得着用住居

ll12 BushHotelⅠnternationalTerrace 1981(修復)1997(修復)1980S初 新築 住居/オフィス (社会サービス主)/店舗住居 低所得着用住居低所得者用住居低 .中低所得着用住居1314 htemationalDistirctChildren'sParkFreedman/Adams 1982 建設1983(修復) 子供公園 (遊び場)住居′店舗

15 FarEastBldg.(HaVanaHotel) 1984(修復) 住居/店舗/一部オフィス (社会サービス)住居/店舗 低 .中低所得着用住居16 JacksonApts.(Hotel) 1984(修復) 低所得 .高齢者用,介雷住居

1718 AtlasApts.(Hotel)VietWahSupermarket 1984(修復)1988 新築 住居′店舗′オフィス (社会サービス)店舗/一部オフィス (商,社会サービス)オフィス (商,社会サービス) 低所得者用住居低 .中所得者用住居

19 EngSueySunPlaza 1988 新築 EngFamilyAssociationⅠCDA orGeeHow Oak

20 AsconaApts. 1988(修復) 住居

21 TicinoApts.(01ympicViewApts.)ButyBldg.(IdahoHotel) 1989(修復) 住居 低 .中所得者用住居

22 1989/90(修復) 店舗 修復の際,低所待者用住居廃止低所得者用住居マーケット.レー ト住居Amer.Ⅰndian関係中心製麺工場の操業は1917年低所得者用住居低所得者用住居介護住居,独立高齢者住居

2324 AsianPlazaOrientCenter 1980S未 新築(1996 修復)1980S未 新築 店舗店舗

25 JacksonSquare 1980S末 新築 店舗/オフィス (商)

2627 GeeHowOakTinBldg.OhioHotel(Apts.) 1990(or1991) 住居/店舗/オフィス (社会サー
(修復) ビス) TinFamilyAsooc.
1991(修復) 住居′店舗 PaulChow

28 MetropolitanParkApts. 1991 新築 住居 ParcoDeVelopment
29 DingHowShopplngCenter 1991 新築 店舗 Li YenHsu

30 LeschiCenter 1991(?)新築 社会サービス施設/住居 BellewoodCorporationOnKwok
31 12th&MainPlaza 1991(?)新築 店舗′オフィス (商)

32 HowHowShopplngCenter 1993 新築 店舗/オフィス (商)
33 AsianResourceCenter 1993 新築 レクリエーション/文化 RobertChim Foundation
34 TsueChongNoodleCompany 1993 新築 食品工場 (製造卸) TsueChong
35 WilliamBoothHouse 1993 新築 住居 (緊急避難,一時的) SalVasionArmy
36 6th/KingRetai1 1993(?)新築 店舗/オフィス (商) HowardDong

3738 NPHotel(Northem Paci丘cHotel)PearlWa汀enBldg. 1994(修復)1995 新築 住居/店舗/オフィス (社会サービス)オフィス (社会サービス) ⅠCDASeattle hdian SerViceCommissionWaSangFoundation(orⅠCDA)PaulChow

39 ReXHote1(Apts.) 1995(修復) 住居/店舗

4041 もとGoldenPleasantNoodleCompanySunFoodsBldg. 1997まで (修復)1997(修復) 店舗/オフィス (商)食品工場

42 ⅠDVi11ageSquare 1998 新築 住居/オフィス(商,社会サービス)/店舗住居/オフィス SCⅠPDA

43 Eastem Hote1 1998(修復) ⅠCDA 低所得着用住居高齢者 .障害者住居低所得者用住居 .ユニオン駅修復,6オフィス .ビル

44 NikkeiManor 1998 新築 介護住居 NikkeiConcerns

45 LeschiHouse 1998(?)新築 住居 SeattleHousingAuthoトitySCⅠPDAUwajimayaGroup

46 WellerStreetBridge 1999 建設 歩道橋

4748 NewCentralApts.WanHuaFoods,Ⅰnc. 1ate1990S(修復)1990S 新築 住居/オフィス (社会サービス,育)/店舗食品工場

49 FujisadaCondominiums 建設中(1999中 完工予定)建設中(2000夏 完工予定)建築中 住居/店舗/オフィス (商)

50 UwajimayaVillage グロサリー/店舗/住居 UwajimayaGroup

51 UnionStationProject オフィス (商)/店舗/駐車場 UnionPaci丘cRealtytoNitze-StagenPaulLiao52 Paci丘cRimProject 建設中 店舗/オフィス/住居/駐車場

53 ⅠDVi11ageSquarelⅠ 計画中 住居/店舗/オフィス (社会サービス)ホテル/コンドミニアム SCⅠPDA54 Fif仙andJackson 計画中 UwajimayaGroup
55 8157thAve.South 許画中 住居/店舗等 KauriInvestments,LTD.

ICDA:Interlm CommunityDevelopmentAssociation,SCIPDA:SeattleChinatownIDPreservation
andDevelopmentAuthority
再開発関係エージェンシー及びシアトル市関係機関等の発行および内部資料による｡
番号は第 3図の番号に対応
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居住機能の後退に歯止めをかけた｡

2) 1980年代 (198ト1990年)

1980年代には,建物修復 10,建物新築 6,子供公

園 1,計 17件のプロジェクトが完成した｡このうち

建物修復はいずれもSROホテルを対象としたもの

で,一つを除いて低ないし中低所得者用を想定した

住居用ビル (うち,7が店舗･オフィスと兼用)とし

て修復された｡これらのなかにはSCIPDAによる最

初のプロジェクトであり,ID再開発の理念を実現し

た代表的なプロジェク トとして注 目されたブッ

シュ･ホテル (BushHotel)6) の修復 (写真 2)が含

まれている｡

建物新築プロジェクトは,1980年代の後半に集中

し,いずれも店舗およびオフィスを中心とした商業

用ビルで,うち4つはト5東側地区に位置する(第 3

図,参照)｡この東側地区再開発の噂矢となったのが,

ヴイエ ト･ワ一 ･スーパーマーケット (VietWah

Supermarket)で,中国系ベ トナム人DucTranに

より1988年にオープンしたシア トル最大のベ トナ

ム系 スーパーマーケットで あ る7)｡以 後,3つ の

ショッピング ･モールが近接して開設され,ベ トナ

ム系店舗が集中進出して,ジャクソン通りと第十二

街の交差点付近に急速にベ トナム系商業施設集中地

区 (ベ トナム ･タウン)が出現した｡

写真 2 プッシュ･ホテル

2000年 9月7日 筆者撮影

3) 1990年代 (199ト1999年)

1999年夏までに22件のプロジェク トが完了し,

再開発の進展が加速したことがうかがわれる｡この

うち歩道橋 1を除いては建物関係で,修復 7,新築 14

である｡修復は商業用ビル1,食品工場 1を除いて古

いホテルを転用した低所得者用住居中心の兼用ビル

で,全てト5西側のIDコア地区 (歴史地区)に位置

する｡新築は,市場価格ベースの住居ビル (コンド

ミニアム),低所得着用住居ビル (専用,兼用),介

護住宅,店舗ノオフィス･ビル,文化施設,食品工場

など様々なタイプがあり,再開発がUCV構想 との

関連もあって多様化してきたことを示している｡ 新

築プロジェクトは,ト5西側地区,東側地区ともむし

ろ周辺部に多 く,IDの実質的な拡大に寄与 してい

る｡

なお,留意すべきことは,1999年夏現在,建築中

で早い時期に完工が予定されているプロジェクトが

4つあることである.これらは市場価格ベースのコ

ンドミニアム,店舗/オフィス･ビルあるいはそれら

の複合ビルで,このうち特にウワジマヤ ･ヴィレッ

ジ (UwajimayaVillage)とユニオン駅プロジェク

ト (UllionStationProject)は従来のID再開発の

標準的規模を大きく上回る大型プロジェクトとして

注目される8)｡また,計画中のプロジェクトも住居/

店舗 ･オフィス ･ビルを中心に4つあり,これらが

具体化すればIDの商業･業務･居住空間としての機

能がさらに強化されることになる｡

3.建造環境の特色と変容

以上みてきたように,IDではすでに48のプロ

ジェクトが完了し,地区の物的インフラス トラク

チャはかなりの変容をみせてきた｡本節では,再開

発の進展との関連を視野に入れつつ,建物レベルと

施設レベルとにおける本地区の建造環境の特色とそ

の変容を考察してみよう｡

1) 建物レベルにおける特色と変容

再開発が進展する以前のID中心部の建造環境
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は,基本的に3つのタイプの建物によって構成され

ていた(以下,主としてNationalParkService,年

次不詳)｡一つは数的に多数を占めた単身者一時滞在

用 (SRO)ホテルである｡これらの建物は20世紀初

頭に建築され,戦後にはその多くが老朽化した｡通

常 3-6階建て,大多数はもともとは木軸組と一体式

を兼ねた建築構造をもち,後年コンクリー トの軸 ･

床 ･壁で補強された｡外壁はコンクリー トの上に煉

瓦ないし漆喰を被覆したものが普通であった｡なお,

建築デザインから見ると,これらの諸建物はいずれ

も典型的な20世紀初頭のアメリカ都市建築のスタ

イルであるが,居住用建物の一部に見られる中国系

親族組織の空間に特徴的なバルコニー (写真 3)や,

建物のファサード (特にバルコニー部分)に多用さ

れる組格子が,アジア (中国)系エスニシティの表

象として注目される｡二番目のタイプは1-2階建て

の店舗/オフィス ･ビルで,やはり20世紀前半に建

てられ,ほとんどが一体式構造で煉瓦の外壁をもっ

ていた｡これら2タイプの建物は,ほとんどが敷地

いっぱいに建てられ,街路 (歩道)に画して 1階部

に店舗が連続した｡三番目のタイプは,近年まで4つ

ほど残存していた初期 (1915-27年建築)の自動車

修理場 (ガラージュ)で,全て1階建て,一体式構

造の壁面と木羽葺き屋根をもつシンプルな建物であ

る｡なお,上述の類型に入らない建物としては日本

写真 3 中国風バルコニー (ピンクン･ビル :

ニュー ･アメリカン･ホテル)

2000年 9月 7日 筆者撮影

館劇場 (1909年築),メイン通り学校別館 (1903年

築),中華会館(ChongWaVenevolentAssociation

Bldg.),いくつかの単独建物の中華レス トラン,さ

らにい くつかの一戸建て住宅があった (Historic

SeattlePreservationandDevelopmentAuthority,

1975)0

これらの建物によって構成されるIDの建造環境

は,1930年代後半にその基本が成立し,その後 1960

年代までは相対的に固定して持続したと思われる｡

しかし,60年代後半からいくつかの変化が不可避的

に生じてくる｡まず,直接大きなインパクトを与え

た都市地域構造の変化は,ト5の建設 (1965年完成)

である｡これによって,7ブロックほどの範囲の営業

施設,一戸建て住宅,教会などが廃棄または移転を

余儀なくされ,IDは物理的,心理的に東･西に分断

されることになった｡また,建物の老朽化は徐々に

いくつかの建物の放置,廃棄を招き,特に新防火条

例の制定 (1970年)によって当時45ほどあった古い

SROホテルのうち17ほどが廃業･閉鎖された｡取 り

壊された建物の跡は,多くの場合駐車場となり,ま

たID南縁では倉庫開発の敷地 となった (ICDA,

1992,History,p.5,p.8)｡こうした状況を受けてス

ター トしたID再開発事業は,前述の如 く建物の修

復･新築,公園などオープン･スペースの創設を含み,

IDの建造環境を変容･再生させることになったので

ある｡

こうした諸プロセスを経て,現在 (1990年代)の

IDの建造環境はどのような特色を備えるに至った

のであろうか｡1999年現在,ID(研究対象地域)内

には建築中を除いて147棟の建物が観察される｡こ

のうち各種資料によって建築年次が確定できる82

の建物について見ると,1930年以前に建築された建

物が46(56.1%)あり,このうち23は1910年以前

に建てられた｡これらの古い建物のほとんどはト5

西側地区,メイン通 りとウェラー通 りに挟まれたID

の歴史地区に集中している(第 4図)｡しかし,これ
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第 4図 建物建築年次 (1999年8月現在)

らのうち22は再開発事業により修復されているの

で,機能的にはもとのままではないが,外観は極力

保存されている｡キング通 りやジャクソン通りに面

した部分では,建物が取 り壊され駐車場 と化したと

ころも比較的少ないので,いわゆる｢下駄履きアパー

ト｣の店舗が軒を並べた古いアジア人街の景観があ

る程度保たれていると見ることができる(写真4,参

照)｡一方,戦後 (1946年以降)建った建物 は34

写真4 キング通 りの景観

2000年 9月 8日 筆者撮影

(41.5%),このうち29が1971年以降,うち15が

1990年代 (1991年～)である｡これらの新しい建物

は,主としてト5西側~地区の周辺部(メイン通りより

北,ウェラー通りより南)及びト5東側地区に集中し

て分布している｡近年建てられた建物は一体式構造

の漆喰ないしコンクリー ト壁であり,一般に敷地内

に一定の駐車スペースをとるので,上述の地域では

コア部分とはかなり異なる都市景観を呈する｡

これらの建物を機能別･用途別の賓型で見ると(第

5図),商業 ･業務 (小売業,サービス業など)用建

物が58棟 (うち2棟は他の用途類型と兼用)と最も

多く,特にト5東側地区北半に集中している｡ト5西

側地区では全体的に分散しているが,住居/商業･業

務兼用建物 (31棟)や｢その他 (公務サービスなど)｣

と合わせてIDコア部分におけるストリート･レベ

ルの商業 ･業務街を形成している｡ 居住用建物とい

う観点から見ると,ID内には現在(1999年夏)40棟

の集合住宅がある｡このうち31棟は前述の商業･業

務との兼用建物 (ほかに1棟が社会サービスとの兼
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第 5図 建物用途類型

1:商業 (店舗,オフィス),2:商業 (オフィス･営業所専用),3:住居･商業 (兼用),4:住
居 (専用),5:製造業 (工場,修理場),6:その他 (公共サービス,社会サービス,文化 ･宗

教等),7:倉庫/空家/不明

なお,1,2には若干の社会サービス ･オフィスが混じることがある｡

用)で,そのほとんどが 1925年以前に建築された古

いSROホテルを利用したものであるが,うち7棟

は住居部分が現在空き家ないしほぼ空き家であり,

また8棟が未修復のまま住居として利用している｡

住居専用の集合住宅は8棟であり,うち5棟が 1980

年以降に建てられたものである.なお,一戸建て住

宅は7戸のみ,ウェラー通 り南の一角に集中して見

られる｡なお,食品工場,修理工場などの製造業関

係の建物も10棟存し,ID内に分散している｡

なお,都市景観に大きな影響を与える建物の高さ

(階数)による構成を見ると,1階建てが56(38.4%),

2階建て36(24.7%),3-4階建て40(27.4%),5-6

階建て9(6.2%),7階建て以上は合わせて5棟のみ

でうち2棟が 12階建てのアパー トである (他に1

樵,階数不明)｡すなわち,IDにおいては高層ビルは

例外的で,大多数が 4階以下の建物ということがで

きる｡階数別建物の分布を見ると,Ⅰ-5西側地区のコ

ア部分は3-6階の住居/店舗 ･オフィス兼用ビルが

多 く,メイン通 りから北は4-6階の中層建物のほか

2棟の12階建てアパートがあり,ウェラー通りから

南は1-2階の低層建物が比較的多い｡また,ト5東

側地区はほとんどが 1-2階の商業用建物 となって

おり,広い駐車場と合わせて西側地区とは基本的に

異なる都市景観を呈している｡

公園などのオープン･スペース,さらに景観的に

はオープン･スペースに近い特性をもつ駐薄場も,都

市の建造環境を構成する重要な要素である｡公園は,

コミュニティ菜園を含めて4つあり,これらはいず

れも再開発過程において建設されたものである (第

1表,第 3図)｡駐車場 (OffStreetParking)は,全

体として公園をはるかに上回る面積をもち,阿部ほ

か (1991)の/簡易計測では,1989年現在街路･フリー

ウェイを除く約 25ヘクタールの面積の37.9% は駐

車場となっている｡これらの駐車スペースは多数の
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敷地 (ロット)に分かれ,ICDA (1992)の報告書で

はISRDのなかで73のオフ･ストリート･パーキン

グ･ロtツトを数えている｡駐車場が特に集中して立

地する地域はト5西側■地区のメイン通 りより北側■

で,都心とIDのコア部分とが駐車場地区によって

分断された形となっている(阿部ほか,1991,p.39)0

これらの駐車場は,再開発によって設けられた専用

駐車場の他は取り壊された古い建物の敷地を一時利

用した公衆向け商業駐車場が多く,かつて建物が老

朽化し衰退傾向を示した都心周辺地区の特性をなお

現在も脱しきれないでいると言えよう｡

2) 施設レベルにおける特色と変容

IDには,古くから営業施設 (小売店舗,サービス

業オフィス中心),非営利コミュニティ施設,住居施

設が集中してきた｡ここでは特に営業施設と住居施

設について,建物レベルとの関係及びェスこシティ

との結合を念頭におきつつ,それらの特色とその変

容を概観するo

i.営業施設

再開発以前から1980年代までのIDの営業施設

に関しては,全体を詳細に分析し得る資料はない｡し

かし,日系の営業施設のみに関しては日系人住所録

から把握した研究(杉浦,1996;高津ほか,1999,pp.

94-102)があり,日本人街域内9)に1949年時点で

212,67年 117,83年86の日系営業施設が立地して

いたことが判明している｡中国系施設数を;ついての

資料はないが,戦後IDが実質的にチャイナタウン

化していったという一般的認識を考えると,1950年

代,60年代には日系施設と同等ないしそれを上回る

数の中国系施設が立地していたものとみてよい｡な

浴,フィリピン系施設は戦後急速に後退した｡

1991年8月の筆者による現地調査によると,ID

(調査対象地域)内の住居施設を除 く総施設数は

297,非営利のコミュニティ施設を除く営業施設数は

260であり,うち80% に相当する208施設がアジア

系エスニック･ビジネスの性格をもつと推定される

(以下,第 2表)10)Oその内訳(エスニシティ構成)を

見ると,ID全体では中国系施設が多く(43.8%),吹

にインドシナ (ほとんどベ トナム)系 (22.3%),日

系 (ll.2%)と続くが,この構成はト5の西側地区と

東側地区で大きく異なり,インドシナ系施設の割合

は前者で7.7%,後者で65.2% となる｡

1999年8月の現地調査においては,総施設数383,

うち営業施設は323であり,91年と比較して施設の

第 2表 営業施設数

調査時期 エスニシティ (エスニック系列) ト5西側地区 Ⅰ-5東側地区 全体

1991年 8月 中国系 109 5 114

インドシナ系 15 43 58

日系 29 0 29

その他アジア系* 4 3 7

非アジア系 (非エスニック系)** 37 15 52

計 194 66 260

1999年 8月 中国系 115 14 129

インドシナ系 17 79 96

日系 27 1 28

その他アジア系* 9 3 12

非アジア系 (非エスニック系)** 34 24 58

*アジア系複合を含む｡ **不明を含む｡
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増加が目立つ｡このうち,アジア系のエスニシティ

を表出している営業施設は265(82.0%),うち中国

系施設 129(39.9%),インドシナ系96(29.7%),日

系28(8.7%)である｡施設の増加はインドシナ系,

次いで中国系で見られ,特にト5東側地区のジャク

ソン通 りと第十二街の交差点を中心とした地域では

新設のモール ･ビルに進出するベ トナム系施設が急

増し,1995年頃からこの地域は｢リトルサイゴン｣の

呼称で呼ばれるようになった｡

このように,IDにおいては1990年代を通して全

営業施設の8割がアジア系のエスニック ･ビジネス

と目され,全体として複合アジア系のエスニック･

ビジネス ･タウンという性格が濃厚に出ている｡こ

れらのアジア系営業施設は,いくつかの大きな中国

食レストランや大規模なスーパーマーケットを除い

て概ね小規模であり,ICDA (1992,Businessand

Economy,p.8)の調査においてもその75%が雇用

人数 5人以下の事業体となっている｡

ii.居住施設

前述の如く,IDの伝統的居住施設の基本は古い単

身者一時滞在用ホテル (SROホテル)であり,老朽

化 と新防火条例の影響下でその数を減 らしつつも

70年代からの再開発過程で修復され,またいくつか

の新築居住用ビルの建設を加えて,IDの居住機能は

再生 ･維持されてきた｡

ICDAの調査による1991年の住居目録 (ICDA,

1992,Population/Housing,末尾p.1)によると,ID

内の住居ユニットは一戸建て9戸 を含めて総数

1,876存在する｡そのうち,単身者用 (SRO)848

(45.2%),これにスタジオ･タイプ (居間･寝室兼用

タイプ)と1寝室タイプのアパー トを加えると,全

体の97.7%が原則2人以下しか住めない小規模ユ

ニットということになる｡この傾向は1999年現在も

大きく変わらず,一戸建て7戸を含む使用可能住居

ユニット2,164以上11),うちSROがほぼ3分の1,

他もほとんどがスタジオ ･タイプと1寝室タイプで

2寝室以上のアパート･ユニットは全体の2%程度

に過ぎない12)｡なお,これらの住居ユニットは,一戸

建て住宅および唯一の市場価格ベース開発による集

合住宅 1棟 (メトロポリタン･パーク･アパート)の

82ユニットを除いて,全て低ないし低中所得者用で

連邦政府等による家賃補助付きの住居も少なくとも

19棟 1,144ユニットを数える13)0

なお,こうした住居ユニットに居住するIDの人

口に関しては,公式な資料として1990年センサスの

ブロック統計が利用できる｡それによると,UCV内

の住人は1,852人,うちアジア太平洋諸島系住人 886

人 (47.8%),ヨーロッパ系 (White)680人 (36.7%),

アフリカ系 (Black)193人 (10.4%)となり,ある

程度の規模のアジア系コミュニティが存続している

ことが示される14)｡しかし,居住人口の約44%が60

歳以上であり,やや高齢化したコミュニティである

と言えよう｡

ⅠⅤ.結語一要約と考察一

以上見てきたように,IDは第二次世界大戦前,す

でに中国系,日系,フィリピン系などアジア系のエ

スニシティと強く結びついた都市商業 ･業務 ･居住

空間としての性格を確立していたが,戦後の建物の

荒廃とそれを背景とした再開発過程によって,その

建造環境はかなり変容し,また一時衰退していた施

設レベルでの機能も再活性化してきた｡しかしなが

ら,再開発が進展した1990年代においても,IDが以

下に述べる如 くいくつかの点においてアジア系エス

ニック都市空間としての伝統的基本特性を残してき

たことは注目に値する｡

一つは,IDにおいて70年代未からいくつかの新

しい建物が建てられてきたが,なお建物の過半は

1930年以前に建築されたものであり,しかもそれら

がIDコア部分の歴史地区に集中し,再開発による

修復工事においても外観が極力保存されてきたこと

である｡これによってIDの中心部は ｢下駄履きア
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パー ト｣形式の古い建物 (多くがもとSROホテル)

が立ち並び,ストリー ト･レベルに店舗が軒を連ね

る伝統的なアジア人街の景観をかなりの程度留める

ことになった｡

次に,これらの建物に入っている営業施設の8割

以上が中国系,ベ トナム系,日系などのアジア系エ

スニック ･ビジネスの施設と目され,しかもこの特

性は90年代を通して全 く薄れていないことである｡

こうした営業施設においては,店の看板や張りビラ

にアジア系言語の表現が頻繁に取 り入れられ,業種

やサービスの性質 と相侯ってアジア系のエスニシ

ティを色濃 く表出している｡なお,これらの営業施

設のほとんどが,いくつかの大きな中国食レストラ

ンやスーパーマーケットを除いて,建物 1階部の1

-2スパンを占めるのみの小規模営業であり,古い

時代のエスニック･ファミリー ･ビジネスの性格を

留めている｡2つの銀行などを除いて,大企業のブラ

ンチやフライチャンズなどの主流ビジネスを全 く欠

いているの もIDの大 きな特色 と言 える (ICDA,

1992,BusinessandEconomy,p.7)｡

もう一つは,この地区が居住地域 としての性格を

残しているということである｡古いSROホテルの

荒廃という事態を迎えつつも,再開発による修復や

新たなアパー トの建築によって33棟の稼動居住用

建物 (集合住宅)を有し,居住ユニットも2,164(一

戸建て7戸を含む)以上が使用可能である｡これら

は主として低所得者 ･高齢者 ･新規移民単身者用の

住居として使われ,ダウンタウン及びその周辺地域

の中でも貴重な住居ストックとなっている｡なお,こ

れらの住居施設に住む住民は少な くとも1,852人

(ある推定では2,500人),その約半数がアジア系と

目され,高齢化したとはいえ,ある程度の規模のア

ジア系コミュニティがなお存続している｡

このようなエスニック都市空間としての伝統的性

格の存続といった現象の背景 としては,建造環境を

再生産していく主要な過程である再開発事業の特性

が挙げられる｡すなわち,本地区の再開発の主要な

狙いは,都心周辺地区の居住機能が衰退していくこ

とを背景 として,アジア系を中心とした低所得者 ･

高齢者 ･新規移民の住宅の確保 と,アジア人街 とし

ての性格を保持しつつ小規模家族経営的ビジネスを

維持し再活性化することであり,これがアジア系コ

ミュニティにベースを置いた諸プロセスによって進

められてきた｡再開発は,基本的にアジア系を主と

する不動産所有者,コミュニティ･ベースのデベロ

パー,及びシアトル市コミュニティ開発局の協調に

ょって,個別の対象ごとにゆちくりしたペースで進

められ,ロサンゼルスのリトル トーキョ-で見られ

たような土地の大がかりな買収と既成の建造環境の

大規模なクリアランスは生じなかった｡このような

再開発の特性を生み出しそれを持続させた要因を他

の事例 との比較を踏まえて的確に指摘することは困

難であるが,とりあえず次のようなことを考えてお

きたい｡

まず最 も基本的なことは,再開発事業の対象と

なった本地区の建造環境が戦前からの歴史的経緯を

受けてアジア系のエスニシティと不可分に結びっい

た構造をもっていたことである｡都心地区の発展か

ら取 り残され老朽 ･荒廃した地区が,他の地区との

差異化を図りつつ再活性化していく道を探るために

は,この既成の建造環境に結合したエスニシティを

強調する以外に有効な戦略はなかった｡そして,こ

のエスニシティは,再開発をめぐる行政,コミュニ

ティ,メディアの言説の中で繰 り返し取 り上げられ

ることによって維持され増幅されて今日に至ってい

るのである｡

次に,この建造環境再生産のパラメータとなった

エスニシティが単一的なものではなく,当初から中

国系,日系など複合的であり,再開発過程の後半か

らベ トナム系の要素を加えてさらに多元的なものに

なっていった ことである｡ロサンゼルスのリトル

トーキョ-やサンフランシスコのジャパンタウンで
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は,日系という単一のエスニシティを強調すること

によって日本からの巨額な資本の導入に成功し,ス

ラム ･クリアランス型の再開発によって建造環境が

一新された｡しかし,シアトルのIDにおいては,エ

スニシティの複合性が一つのまとまった ｢地域の物

語｣を描 くことを困難にし,それによって外からの

大きな資本を惹きつけることができなかった｡代

わって,個々の不動産所有者が低所得者 ･高齢者を

視野に入れて社会資本の投入を志向する行政やコ

ミュニティの動きに対応する形で,個別的に再開発

が進められてきたのである｡

三番目は,再開発過程の中途で,対象区域のコア

をなす地域がかなり広 く ｢歴史地区｣の指定を受け

たことである｡これは,既存の建造環境の大幅な更

新が進まない再開発過程のなかで過去の伝統につな

がるアジア系のエスニシティと結びついたIDの中

心部の建造環境がシアトルの都市地域構造の変容の

なかでシンボリックな意味を帯びてきたことを意味

している｡歴史的保存と商業 ･業務地区としての活

性化は多くの都市空間において緊張をはらむ関係に

あり,リトル トーキョ-などでは巨大資本による大

規模活性化へのアンチテーゼとして町並み保存運動

が展開した (杉浦,1998)｡しかし,シアトルIDに

おいては,当初商業資本の目がこの地区にはほとん

ど向けられなかったこともあって,歴史地区指定は

むしろ再開発の目標達成の方向と調和するものとし

て受け入れられた｡

このようにIDにおいては基本的にアジア系のエ

スニシティを背景とした小規模プロジェクトの集積

によって都市空間が再生産されてきたが,1990年代

後半に至って少し質の異なる動きが出てきたことに

も留意しなければならない｡前述したように,現在

(1999年夏)すでに建設中のユニオン駅プロジェク

トは従来のID再開発の枠を大きく打ち破る大規模

な開発であり,これに隣接するウワジマヤ ･グルー

プによる新しいショッピング･モール (ウワジマヤ･

ヴィレッジ)の計画も敷地 2ブロック分を占有する

大きな規模をもつ (注8,参照)｡これらのプロジェ

クトによって,IDの南西端に巨大な商業･業務空間

が形成されようとしているのである｡また,このウ

ワジマヤ ･ヴィレッジはコンドミニアム ･ユニット

を含むプロジェクトであり,さらにフジサグ ･コン

ドミニアム (FujisadaCondominiums,2000年 8月

建物完成)やもう一つ計画中のプロジェクト(Fifth

&YeslerCondominiums)を加えて,市場価格ベー

スの集合住宅開発も加速されつつある｡これらの住

宅ビルが提供する住居ユニットは基本的に都心地区

で働 くホワイトカラー層をターゲットにしたもので

あり,これらへの入居が進展すれば居住地域として

のジェン トリフィケーションが進展 し,コミュニ

ティの性格が変容していくことが予想される｡

このように1990年代後半になって大規模かつ市

場性を重視した再開発がID域内においても見られ

るようになった背景と意味については,現在進行中

のことでもあり,ここで的確に分析することは難し

い｡しかしながら,筆者としてはこの動きを基本的

に資本主義市場社会に通有する一般的資本主導によ

る非エスニック ･コミュニティ･ベースのプロセス

として理解したい｡すなわち,ユニオン駅プロジェ

クトの開発は基本的にアジア系コミュニティにベー

スを置かない一般資本の参入により進められており

(注8参照),そこに吸引される営業施設はエスニシ

ティ色のない非アジア系のものが多くなると予想さ

れる｡また,日系商業資本であるウワジマヤ･グルー

プによる開発 も,その資本調達はもはやエスニシ

ティを背景とした社会資本導入を中心としたものや

エスニックな資本系列に頼ったものではなくなって

きている15)0 IDにおいては,建造環境の制約もあっ

て過去長 くアジア系のエスニシティを背景としたコ

ミュニティ･ベースのプロセスが主導的な役割を果

たしてきたが,近年アメリカ経済の好況を背景とし

てこれまでIDを迂回してきた市場メカニズムによ
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るプロセスがようや くID域にも及び始めたものと

理解される｡北アメリカのエスニック都市空間の建

造環境の動態を的確に捉えるためには,当然エスニ

シティをパラメータとした相対的に特殊な都市過程

に着目していかねばならないが,それのみではなく

都市空間の生産 ･再生産の根底にあるより普遍的な

資本主義的都市過程をも視野に入れて分析 ･考察し

ていくことが求められよう｡

■1

付 記

本研究の遂行にあたり,多くの方々にお世話になった｡

特に,シアトル在住のGeorgeH.Kakiuchi先生ご夫妻

には,現地調査のたびに暖かいご支援･ご協力と貴重なご

助言を賜ったOまた,ワシントン大学アメリカ･エスニッ

ク研究教室 Tetsuden Kashima先生,ICDAのKen

Katahira氏,同Tomlm氏,北米報知新聞社前編集局長

柄瀬明子氏,ウワジマヤ･グループ会長TomioMorigu-

chi氏からは,さまざまなご教示と資料の提供をいただ

いた｡なお,調査の一部には平成 5年度文部省科学研究費

補助金(国際学術研究)(研究代表者 :高津斌彰氏,新潟

大学)を使用させていただいた｡なお,英文要旨はMary

McDonald氏 (ハワイ大学地理学教室)にご検討いただ

いた｡以上の方々に,心から御礼申し上げたい｡

なお,本研究の概要は,東北地理学会(1999年 10月23

日,リフレ富岡;2000年 5月20日,仙台市戦災復興記念

鰭 ;2000年 10月28日,新潟大学)及び日本移民学会

(2000年12月10日,龍谷大学)において発表し,討議を

得たO

(2001年 7月18日 受理)

注

1) 1989年の調査は,阿部 隆,質 清隆と共同で行

い,その結果は阿部ほか (1991)で報告した｡

2) シアトル市の街路名には都心地区を除いて市内

での位置を示す指示詞 (SリN.,NW.など)が前ま

たは後に付 くが,訳出にあたっては省略した｡

3) 削平とは土砂を移動させて土地の傾斜を減ずる

工事のことで,削平された土地をRegradeという

(高津,1990,pp.370-372参照)0

4) Cordova,F.(1998):TheWingLukeAsian

Museum,FilipinoAmericanHistoricalWalking

Tour,Seattlecirca1916/35-75(ウイング･ルー

ク･アジア博物館内部資料)の記述やCordova氏の

談話による｡

5) DCD (1988)およびシア トル市都市保存部

(UrbanConservationDivision)の内部資料によ

る｡なお,キング通り歴史地区の範囲は資料により

若干の食い違いを見せるが,第2図では都市保存部

の資料によった｡

6) 1915年建築,修復前6階建て255室のホテルで1

階は店舗o地区内でも最大の建物の一つ｡SCIPDA

の修復 (1981)により店舗 ･各種社会サービス･オ

フィス/ホテル･アパート(160室)となったが,1997

年再修復により95ユニットのアパートとなり,店

舗 ･オフィス ･スペースも改修された (SCIPDA,

1980?,1998)0

7) ウイング･ルーク･アジア博物館パンフレットHA

WalkingTourofthelntemationalDistrict(作

成年次不詳)Hによる｡

8) ウワジマヤ･ヴィレッジは日系商業資本ウワジマ

ヤ (宇和島屋)グループの開発による商業･住居用

プロジェクト,現ウワジマヤに隣接した2ブロック

分の敷地に新しいグロサ1)一･ストアー (ニュー･

ウワジマヤ)他の小売スペース79,000平方フィー

トに176ユニットのコンドミニアムを加えた複合

ビルを建てる計画である(ICDA内部資料及びウワ

ジマヤ･グループ会長 TomioMoriguchi氏からの

聴取による)｡ユニオン駅プロジェクトはシアトル

地区の有力デベロパーNitze-Stagen社他 3社の

パートナーシップによる開発で,ユニオン駅の修復

と合計 110万平方フィート以上のオフィス･スペー

スを含む6つのビルを新築する巨大プロジェクト

である (ICDA内部資料及び 『シアトル･タイムズ

SeattleTimes』1998年 10月29日記事による)0

9) ここでは第一街 (FirstAve.S.)～第十二街西側,

イェスラー道 (YeslerWay)南側～ディアボーン

通り北側の範囲でカウントしたが,戦後の場合第五

街より西側に位置する日系営業施設の数は少ない

ので,以下の数値は実質的にID(ISRD)の数値と

考えてよい (杉浦,1996)0

10) ここでは現地調査において施設の外観に表わさ

れたエスニシティ(表出エスニシティ),すなわち看

板 ･ビラの文字･内容,商品の種類,業種などに見

られるエスニックな特性からエスニック･ビジネス

とそのエスニシティを判別 ･認定した｡

ll) レスチ･ハウス (LeschiHouse,第 1表,45番)

のみ資料がないので,この数値から除いている｡

12) 一部,タイプ別ユニット数が不明の建物があるの
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で,本文の数値は概略の割合である｡

13) ICDAによる1991年調査 (ICDA,1992,Popula-

tion/Housing,末尾p.1)から判明する数値のみ0

14) センサスの結果は,実際をかなり下回っている可

能性がある｡ICDA (1992,Population/Housing,

p.1)の推定によると,1990年当時ID(ISRD)内

に1,794の住居ユニットがあり,平均居住者数を

1.5人とすると,約2,500人の住民がいたことにな

る｡センサスからもれている･人口は,アジア系の新

規移民が多いと推定される｡

15) ウワジマヤ･グループ会長TomioMoriguchi氏

へのインタビューによる｡なお,この計画による

レーン通り (S.LaneSt.)の一部閉鎖にIDの中国

系コミュニティの一部から反対の声が上がった

("SaveLaneH運動)が,これはこのプロジェクト

の規模や性質が従来のID再開発の枠を超えてい

ることに対する不安 と反発の表れと見るべきであ

ろう｡
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RedevelopmentProcessesinanEthnicUrbanTerritory

anditsCharLgingBuiltEnvironment

- ACaseStudyofthelnternationalDistrict,Seattle-

TadaslliSUGIURA*

InstudiesonthedynamicaspectsofethnicurbanterritoriesinNorthAmerica,geographers

tendtoviewthoseterritoriesasprincipallyresidentialareasandthesegregationanddesegrega-

tionprocessesof也eethnicpopulationhavebeencentralto也eirconcerns.However,many

otheraspectssuchastheurbanredevelopmentprocesseswhichchangethecomplexnatureof

ethnicurbanterritories,thebuiltenvironmentofthoseterritories,andtheroleofeachethnic

groupinvolvedinvariousurbanprocesseshavetendedtobeoverlooked.Thispaperisan

attempttoexaminethenatureandtheprocessesofredevelopmentinanethnicurbanareaand

thechangingfeaturesofitsbuiltenvironment,takingtheexampleofthelntemationalDistrict
●

(ID),acomplexAsianethnicenclave,whichislocatedonthesouthernfringeof仙edowntown

areaofSeattle,Washington,U.S.A.
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IntheID,也eurbanredevelopmentprocessesstartedin1972andfortyeightprojectshave

beencompleteduptothepresent.ThroughtheseprocessesthebuiltenvironmentoftheIDhas

beenchangedtoacertaindegree.Oldresidentialbuildingshavebeenrenovatedandmanynew

businesseshavebeencreated.However,itisnoteworthythattheIDhasretainedsomebasic

traditionalcharacteristicsasanAsianethnicterritoryaslateasthe1990S.First,manybuildings

inthisarea,particularlyinitscorearea,arestillold;mostofthemwereconstructedintheearly

decadesof也etwentie也 century,andtheirexteriorfeatureshavebeenconservedcarefully

throughtherehabilitationworks.Second,approximatelyeightypercentof仇ebusinessesinthis

areaareconsideredtobeAsianethnicbusinesses,andmostofthemaresmallowneroperated

shopsinvolvingfamilymembers.Therearefewbranchesorfranchisesoflargermainstream

businesses.Third,也eIDhasretaineditscharacterasaresidentialneighborhood;therestill

existthirtythreeresidentialbuildingsandover2,164dwellingunitsareavailable.Atotalof

1,852residentswerecountedwi也intheboundaryoftheIDin1990accordingtotheCensusBlocks

Data,andalmosthalfofthemwereAsianorPaci丘cIslanders.

Animportantbackgroundoftheabovetendenciesisthenatureof也eredevelopment

processesinthisarea.Themainpurposeoftheredevelopmenthasbeenpreservationand

developmentofresidencesforlow-income,elderlyAsianpeopleaswellasrevitalizingthesmalレ

scalee也nicbusinesses.IntheID,namely,也ecommunitybasedredevelopmentprocesses

proceededfromthebeginningof也eredevelopmentplanningtotheearly1990S.However,it

shouldbenotedthatsomelarge-scalenon-communitybasedprojectssuchastheUnionStation

Project,theUwajimayaVillageProject,andseveralmarkeトratehousingprojectsarenow

proceedingintheID.ThoseprojectswilltransformthenatureofthisAsianetlmicenclaveinthe

nearfuturebycreatingalargenewbusinessspaceaswellasgentri丘cationofthisarea.
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